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坂元 翔聖さん坂元 翔聖さん

中野 愛葉さん・大和 海凪さん中野 愛葉さん・大和 海凪さん河内 優希さん河内 優希さん

二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。二十歳を迎えられた皆さま、誠におめでとうございます。
皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも皆さまを応援しています。皆さまの輝かしい未来を思い、故郷は、いつも、いつまでも皆さまを応援しています。

小倉 隆貴さん小倉 隆貴さん徳浦 瑠美さん徳浦 瑠美さん

まだ思い描いていた「大人」まだ思い描いていた「大人」
にはなれていないが、二十歳にはなれていないが、二十歳
という歳を、自分を見つめ直という歳を、自分を見つめ直
す大きな起点として、模索しす大きな起点として、模索し
ながら、自分なりの「大人」ながら、自分なりの「大人」
になろうと思います。皆さんになろうと思います。皆さん
も様々なことに挑戦しているも様々なことに挑戦している
思いますが、その努力はきっ思いますが、その努力はきっ
と実を結びます。今よりもっと実を結びます。今よりもっ
と自分を信じてみてくださと自分を信じてみてくださ
い。い。

【二十歳の抱負】（一部抜粋）【二十歳の抱負】（一部抜粋）

中津留 蓮さん中津留 蓮さん
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二十歳のつどい二十歳のつどい

H29 年度に、しおさい留学生H29 年度に、しおさい留学生
として上西小学校に在席し、として上西小学校に在席し、
卒業した藤原 凛さんも出席。卒業した藤原 凛さんも出席。
里親の塩﨑 義政さんと会場で里親の塩﨑 義政さんと会場で
記念撮影。記念撮影。

プロ野球の世界という高みプロ野球の世界という高み
を目指し、チャンスを掴みを目指し、チャンスを掴み
に行くという目標を実現すに行くという目標を実現す
るために、野球以外の学びるために、野球以外の学び
も一切疎かにしない。「目も一切疎かにしない。「目
標を掲げたら、努力は過程標を掲げたら、努力は過程
ではなく、結果を出すためではなく、結果を出すため
の手段である」この信念のの手段である」この信念の
もと、自らの限界を定めず、もと、自らの限界を定めず、
泥臭く、貪欲に、高みを目泥臭く、貪欲に、高みを目
指し続けます。指し続けます。

市政の窓 2026. ２月号
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　１月 11 日（日）、令和８年西之表市消防出初式を開催しました。　１月 11 日（日）、令和８年西之表市消防出初式を開催しました。
　当日は、市中行進は行いましたが、荒天のため操法訓練の披露等は中止となり、市民体育館で屋内式典が　当日は、市中行進は行いましたが、荒天のため操法訓練の披露等は中止となり、市民体育館で屋内式典が
開催されました。開催されました。
　式典では、国上分団による規律訓練が披露され、幼年消防クラブ（西之表幼稚園）と女性分団による綱引　式典では、国上分団による規律訓練が披露され、幼年消防クラブ（西之表幼稚園）と女性分団による綱引
きなどが行われました。きなどが行われました。
　地域防災への功績が認められた消防関係者に対する表彰が行われ、消防団長による答辞では、田中邦男団　地域防災への功績が認められた消防関係者に対する表彰が行われ、消防団長による答辞では、田中邦男団
長が「大規模災害に備え、消防団と地域が一体となった防災対策のさらなる充実を図り、各校区の自主防災長が「大規模災害に備え、消防団と地域が一体となった防災対策のさらなる充実を図り、各校区の自主防災
組織との連携を強化し、消防団員一人一人が地域防災を先導していき、市民の安心安全な暮らしを確保する組織との連携を強化し、消防団員一人一人が地域防災を先導していき、市民の安心安全な暮らしを確保する
という消防に課せられた使命を果たすため、消防防災の中核組織として、今後とも精力的な活動に励みたい」という消防に課せられた使命を果たすため、消防防災の中核組織として、今後とも精力的な活動に励みたい」
と力強く述べました。と力強く述べました。

令和８年 消防出初式令和８年 消防出初式

田中 邦男団長田中 邦男団長

消防庁長官表彰　功労章
遠藤　豊（熊毛地区消防組合） 鹿児島県消防協会総裁表彰　精績章

小川　和正（伊関）、濱　　保（住吉）
栗田　雅将（安納）、濵渡　岬（下西）
鹿児島県消防協会熊毛支部　功績章
濱　保（住吉）、吉元　大介（下西）、大田　勉（現和）
田上　友治（立山）、松下　剛（古田）、濱添　大吾（古田）
鮫島　誠（住吉）、濵渡　岬（下西）、石寺　義和（下西）
長瀬　直子（女性）

西之表市消防後援会連合会　内助の功感謝状
山下　よし子（慎一・夫人）、美坂　さとみ（一彦・夫人）
持田　ひとみ（光広・夫人）、古田　久代（重美・夫人）
折口　安子（三吉・夫人）、橋口　智子（一喜・夫人）
上田　三恵子（達二・夫人）

令和８年 消防関係者表彰令和８年 消防関係者表彰
【敬称略、（ ）内は分団等名】

日本消防協会会長表彰　勤続章
堀　正樹（住吉）、宮脇　正幸（榕城）、塩﨑　義政（上西）
田中　恭二（古田）、古田　津良（伊関）、持田　光広（伊関）
古田　重美（伊関）、折口　三吉（現和）、坂元　勇（現和）
上山　忠幸（古田）　榎元　清志（安城）
美坂　浩幸（熊毛地区消防組合）
鹿児島県知事表彰　40 年勤続章
長野　友喜（上西）、小山田　一夫（中割）、土田　耕一（下西）

鹿児島県消防協会総裁表彰　功績章
牛嶋　寛人（榕城）、平川　諭（榕城）、若木　太司（榕城）
荒木　政臣（榕城）、杉　為昭（伊関）、濱島　明人（古田）
平山　一則（住吉）、濱上　健太（住吉）、
福山　知仁（熊毛地区消防組合）

西之表市　無火災表彰
立山分団、中割分団、古田分団

消防庁長官表彰　永年勤続功労章
興　陽一郎（消防団本部）、中園　定憲（安納）
加藤　政広（中割）、牧瀬　守（熊毛地区消防組合）

規律訓練披露（国上分団）規律訓練披露（国上分団）

鹿児島県知事表彰　10 年勤続章
西川　剛行（現和）、平田　拓馬（現和）、古元　一平（下西）
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①野間  靖子
②川迎
③川迎

①桑山  清一郎
②池野
③池野・鞍勇

①田脇  啓二
②塰泊
③塰泊・若宮

①長野  恒明
②大崎
③大崎 ･ 大花里
　･ 花里崎

①古元  康徳
②上石寺
③下石寺・上石寺

①馬場  信一
②横山
③横山 ･ 枦之峯
　･ 池之久保

①上籠  明美
②松畠
③松畠

①横林  律子
②松畠
③松畠

①小倉  尚美
②松畠
③松畠

①森永  緑
②西町
③西町

①芝  和廣
②納曽
③納曽 ･ 天神町
　･ 田屋敷

①内田　順子
②東町
③東町・池田

①阿世知 えつ子
②小牧野
③小牧野・岳之田
　・竹鶴・今年川

①西  ちかえ
②美浜町
③美浜町（古園）

①鎌田  輝子
②上之原町
③上之原町

①河内  尚子
②上之原町
③上之原町

①土井  浩子
②中野
③小牧・中野

①松田  郁代
②鴨女町
③鴨女町

①安山  昌代
②榕城中目
③榕城中目

①後藤  健太郎
②洲之崎
③洲之崎

①河内  育雄
②榕城中目
③榕城中目

①鮫島  俊彦
②野首
③野首

①森元  幹芳
②中西
③中西

①中村  章二
②野首
③野首

①氏名（敬称略）
②お住まい（地域名）
③担当地区
※氏名に下線のある方は
新任

民生委員・児童委員の紹介
【任期】
令和７年 12 月 1 日
　～令和 10 年 11 月 30 日

■問合せ先
　市福祉事務所市民総合相談係
　☎ 22‐1113（直通）
　※委員の連絡先については、
　上記にお問い合わせください。
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た
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に
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さ
い
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９
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民
生
委
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・
児
童
委
員
退
任
者

①柳  良子
②武部
③武部

①沖田  孝好
②沖ヶ浜田
③沖ヶ浜田・伊関

①髙井  和道
②浦田
③浦田・久保田

①大野  睦美
②軍場
③大平・軍場

①荒河  登美子
②湊
③湊・奥

①中園  由美子
②下郷
③下郷・峯

①日髙  聡
②野木平
③野木平・白石

①西田  雅子
②現和下之町
③現和下之町
　・上之町

①南  勝
②桜園
③桜園

①阿世知 はつみ
②深川
③深川・里之町

①當  百江
②古田中之町
③村之町・番屋峯
　･ 二本松 ･ 十三番

①河路  君江
②安城上之町
③安城上之町
　・平山・平園

①黒田  キリ子
②十六番
③中割全地域

①長田  一夫
②浅川
③浅川

①西村  和博
②能野里
③能野里・上能野
　・下能野

①上妻  絹江
②住吉中之町
③浜之町 ･ 住吉
　中之町・形之山

①梶原  博
②御牧
③立山全地域

①小川  隆和
②古田上之町
③古田上之町
　・中之町・平松

①川原　紀美子
②川脇
③安城下之町
　・川脇・大野

①小倉  敏子
②野木平
③国上 ･ 伊関
　･ 安納

①濱松  昭子
②中西
③榕城上方 ･ 上西
　・安城・古田
　・立山 ･ 中割

①村井  ムツヨ
②中野
③榕城下方 ･ 現和
　・下西 ･ 住吉

○
主
任
児
童
委
員

①矢吹  敦子
②浜脇
③柳原・浜脇

①長野  猛
②近政
③西俣 ･ 川氏
　・近政

⑤ 市政の窓2026. ２月号



１年 　さがそうよ　じぶんとちがう　いいところ 榕城小学校 東井上　瑚夏
２年 　どうしたの？　だいじょうぶ？　なにかあったら話してね。 榕城小学校 椎田　みのり
３年 　その言葉　あなたの元へ　帰ってくるよ！ 下西小学校 伊豆元　瑠姫
４年 　とどけよう　やさしい気持ちを　友達へ 榕城小学校 新村　駿和
５年 　大丈夫　君はぜったい　一人じゃない 上西小学校 縄田　善矢
６年 　ありがとう　そのひとことで　花がさく 古田小学校 市村　唯悟

令和７年度西之表市いじめ防止啓発標語コンクール入賞作品
　市教育委員会・市いじめ問題対策連絡協議会では、各学校で取り組まれている「いじめ問題を考える週間」
に合わせて、『西之表市いじめ防止啓発標語コンクール』を実施しました。
　このコンクールは、市内の小・中学生一人一人が、いじめをしない・許さないという強い意志をもって
周囲の人々と豊かにかかわろうとする態度を大切にした標語を考えること、また、優れた標語を市民の皆
様に広く知らせることで、いじめ問題を市民全体で考え、防止しようという趣旨で実施したものです。
　市内すべての小・中学校の児童生徒の作品の中から、各学年の入賞作品が選ばれました。
　ここでは、特選・入選作品をご紹介します。
《小学生の部　特選》

《小学生の部　入選》

１年
　いわないよ　ひとがきずつく　そのことば 榕城小学校 市成　志帆
　いやなこと　がまんしないで　つたえよう 下西小学校 塰河　蓮
　「ありがとう。」というと　だれかに「ありがとう。」が　したくなる 現和小学校 鮫島　斗真

２年
　そのことば　言っていいのか　考えよう 榕城小学校 鮫島　ちえ
　「どうしたの。」　あなたの声に　うれしくなるよ 榕城小学校 川内　颯佑
　ありがとう　やさしいことば　うれしいな 古田小学校 石井　愛麻

３年
　友だちに　やさしい言葉を　使おうね 上西小学校 鶴岡　誠大
　みとめあおう　きみと自分と　ちがうところ 国上小学校 春山　悠月
　友だちと　なかよくえがおで　やさしい言葉 古田小学校 荒河　結衣

４年
　だいじょうぶ？　あなたの話　聞かせてよ 榕城小学校 種子田　翠衣
　聞かせてよ　あなたの声　心の声 榕城小学校 田代　愛依
　感じ合おう　他人の気持ちを　考えて 下西小学校 福園　育也

５年
　「どうしたの」　その言葉から　未来を変える 榕城小学校 長野　瑚子
　やめようよ　その言葉を言える勇気が　いじめをなくす 下西小学校 日髙　斗真
　いい言葉　相手も自分も　やさしい心 古田小学校 川口　夕麗晏

６年
　ひとことで　相手の明日が　変わってる 榕城小学校 有馬　翔輝
　救われた　たった一言　「味方だよ。」 榕城小学校 辻󠄀　穂乃香
　その言葉　相手がいやなら　いじめだよ 住吉小学校 瀬川　尚矢

１年 　十人十色　人の数だけ　色がある 種子島中学校 上妻　夏穂
２年 　見ないふり　それもいじめに　入ってる 種子島中学校 脇田　葵
３年 　助けてと　誰かが言ってる　小さな声で 種子島中学校 榎元　凜

《中学生の部　特選》

１年
　その言葉　言わなければ　守れる笑顔 種子島中学校 伊豆元　瑠笑
　何気ない　その一言が　傷付ける 種子島中学校 古田　栞那
　「関係ない」　目をそらされて　息苦しい 種子島中学校 滿田　由子

２年
　そのいじり　いずれいじめに　つながるよ 種子島中学校 牛越　琉奈
　「大丈夫？」　その一言で　変わるかも 種子島中学校 上妻　朋花
　次は誰　被害者　加害者　紙一重 種子島中学校 林田　七海

３年
　その言葉の　大きな勇気に　救われる 種子島中学校 折口　史華
　考えて　その一言が　いいのかを 種子島中学校 木村　優心
　出してみよう　小さな勇気　大きな一歩 種子島中学校 長野　虹桜

《中学生の部　入選》

※敬称略
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ま・ち・の・わ・だ・い

　

令
和
７
年

　

令
和
７
年
1212
月月
1313
日
（
土
）
に
種
子
島

日
（
土
）
に
種
子
島

ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
へ
熊
毛
地
区
消
防
組

ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
へ
熊
毛
地
区
消
防
組

合
消
防
長
（
遠
藤　

豊
氏
）
か
ら
感
謝
状

合
消
防
長
（
遠
藤　

豊
氏
）
か
ら
感
謝
状

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

種
子
島
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
令
和

　

種
子
島
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
は
、
令
和

２
年
か
ら
令
和
７
年
に
至
る
ま
で
、
熊
毛

２
年
か
ら
令
和
７
年
に
至
る
ま
で
、
熊
毛

管
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
交

管
内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
交

換
に
関
す
る
広
報
活
動
に
積
極
的
か
つ
献

換
に
関
す
る
広
報
活
動
に
積
極
的
か
つ
献

身
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

身
的
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
地
域
住
民

の
防
火
意
識
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

の
防
火
意
識
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た

ま
し
た
。。

「
人
権
の
花
」
運
動
閉
講
式

　　
1212
月
３
日
（
水
）、
古
田
小
学
校
に
お
い

月
３
日
（
水
）、
古
田
小
学
校
に
お
い

て「
人
権
の
花
」運
動
閉
講
式
が
開
催
さ
れ
、

て「
人
権
の
花
」運
動
閉
講
式
が
開
催
さ
れ
、

鹿
児
島
地
方
法
務
局
か
ら
運
動
へ
の
感
謝

鹿
児
島
地
方
法
務
局
か
ら
運
動
へ
の
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
の
指
定
校
と
な
っ
た
古
田

　
令
和
７
年
度
の
指
定
校
と
な
っ
た
古
田

小
学
校
で
は
、
児
童
と
教
職
員
と
で
人
権

小
学
校
で
は
、
児
童
と
教
職
員
と
で
人
権

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
」

運
動
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ひ
ま
わ
り
」

の
花
を
、
種
植
え
か
ら
開
花
、
種
取
り
ま

の
花
を
、
種
植
え
か
ら
開
花
、
種
取
り
ま

で
見
守
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
生
命

で
見
守
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
、
生
命

の
尊
さ
を
実
感
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

の
尊
さ
を
実
感
し
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

優
し
さ
と
思
い
や
り
を
体
得
す
る
こ
と
が

優
し
さ
と
思
い
や
り
を
体
得
す
る
こ
と
が

目
的
で
、
児
童
ら
は
夏
休
み
に
も
協
力
し

目
的
で
、
児
童
ら
は
夏
休
み
に
も
協
力
し

て
ひ
ま
わ
り
の
世
話
を
行
い
、
大
き
く
綺

て
ひ
ま
わ
り
の
世
話
を
行
い
、
大
き
く
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
１
月
７
日
（
水
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

　
１
月
７
日
（
水
）、風
本
神
社
（
浅
川
）

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

で
現
和
校
区
主
催
の
勧
学
祭
が
行
わ

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

れ
、
新
１
年
生
と
な
る
子
ど
も
た
ち
の

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
と
向
上
心
を
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
９
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

　
今
年
は
９
名
の
子
ど
も
た
ち
と
そ
の

保
護
者
が
参
加
し
、
赤
木

保
護
者
が
参
加
し
、
赤
木  

洸
夏
さ
ん

洸
夏
さ
ん

は
「
か
け
っ
こ
を
頑
張
り
た
い
。
お
友

は
「
か
け
っ
こ
を
頑
張
り
た
い
。
お
友

達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
国
語
の
勉
強

達
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
、
国
語
の
勉
強

も
頑
張
り
ま
す
。」
と
話
し
、
保
護
者

も
頑
張
り
ま
す
。」
と
話
し
、
保
護
者

の
秀
晃
さ
ん
も
「
怪
我
な
く
元
気
に
す

の
秀
晃
さ
ん
も
「
怪
我
な
く
元
気
に
す

く
す
く
育
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

く
す
く
育
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　　
1212
月月
1717
日
（
水
）、
西
之
表
消
防
署

日
（
水
）、
西
之
表
消
防
署

に
お
い
て
水
槽
付
消
防
自
動
車
（
６
人

に
お
い
て
水
槽
付
消
防
自
動
車
（
６
人

乗
り
・
水
８
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
積
載
）

乗
り
・
水
８
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
積
載
）

の
入
魂
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
入
魂
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
新
し
い
消
防
車
は
、
２
０
０
７

　
こ
の
新
し
い
消
防
車
は
、
２
０
０
７

年
か
ら
活
躍
し
た
「
あ
か
お
ぎ
号
」
の

年
か
ら
活
躍
し
た
「
あ
か
お
ぎ
号
」
の

後
継
車
で
あ
り
、
３
人
乗
り
か
ら
６
人

後
継
車
で
あ
り
、
３
人
乗
り
か
ら
６
人

乗
り
に
な
っ
た
こ
と
で
、
第
一
出
動
人

乗
り
に
な
っ
た
こ
と
で
、
第
一
出
動
人

員
を
増
員
で
き
、
よ
り
迅
速
な
初
動
活

員
を
増
員
で
き
、
よ
り
迅
速
な
初
動
活

動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

動
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
運
用
は

　
運
用
は
1212
月月
1818
日
か
ら
開
始
し
て
お

日
か
ら
開
始
し
て
お

り
、
更
な
る
消
防
力
の
充
実
強
化
に
よ

り
、
更
な
る
消
防
力
の
充
実
強
化
に
よ

り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
繋

り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
繋

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

消
防
車
両
入
魂
式
（
消
防
組
合
）

現
和
校
区
勧
学
祭

新
１
年
生
の
成
長
を
祈
願

種
子
島
ア
ク
シ
ョ
ン
ク
ラ
ブ
に

感
謝
状
を
贈
呈
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ま・ち・の・わ・だ・い

⑧

　　
1212
月
９
日
（
火
）、
種
子
屋
久
農
業

月
９
日
（
火
）、
種
子
屋
久
農
業

協
同
組
合
（
代
表
理
事
組
合
長　
宮
脇

協
同
組
合
（
代
表
理
事
組
合
長　
宮
脇

幸
喜
氏
）
か
ら
、
市
内
小
・
中
学
校
の

幸
喜
氏
）
か
ら
、
市
内
小
・
中
学
校
の

給
食
用
と
し
て
、
本
市
に
種
子
島
安
納

給
食
用
と
し
て
、
本
市
に
種
子
島
安
納

い
も
の
冷
凍
焼
き
い
も
１
２
０
０
個
が

い
も
の
冷
凍
焼
き
い
も
１
２
０
０
個
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
早
速
、

　
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
早
速
、
1212

月月
1010
日
（
水
）
の
給
食
に
て
提
供
さ
れ
、

日
（
水
）
の
給
食
に
て
提
供
さ
れ
、

児
童
・
生
徒
達
は
種
子
島
安
納
い
も
特

児
童
・
生
徒
達
は
種
子
島
安
納
い
も
特

有
の
ね
っ
と
り
と
し
た
食
感
と
、
ま
る

有
の
ね
っ
と
り
と
し
た
食
感
と
、
ま
る

で
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
よ
う
な
濃
厚
な

で
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
の
よ
う
な
濃
厚
な

甘
さ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

甘
さ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

１
月

　

１
月
1111
日
（
日
）、
栖
林
神
社
弓
場

日
（
日
）、
栖
林
神
社
弓
場

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

で
大
的
始
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

　
大
的
始
式
は
、
５
０
０
年
以
上
続
く

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

伝
統
行
事
で
、
そ
の
年
の
悪
鬼
災
難
等

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
・
無
病
息

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

災
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　
射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

　
射
手
６
人
が
３
番
６
射
を
行
い
、
直

径
約
１
・

径
約
１
・
7575
ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

ｍ
の
大
的
を
射
ま
す
。
最

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

後
の
１
本
は
「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

戒
め
に
よ
り
故
意
に
外
さ
れ
ま
す
。

　
当
日
は
強
風
の
中
、
多
く
の
観
客
が

　
当
日
は
強
風
の
中
、
多
く
の
観
客
が

訪
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
射
手

訪
れ
、
厳
か
な
雰
囲
気
の
な
か
で
射
手

か
ら
放
た
れ
る
一
射
に
注
目
が
集
ま
り

か
ら
放
た
れ
る
一
射
に
注
目
が
集
ま
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。

大
的
始
式
で
無
病
息
災
を
祈
願

（
県
指
定
文
化
財
）

冷
凍
安
納
焼
き
い
も
贈
呈
式

池
村　
節
子
さ
ん

池
村　
節
子
さ
ん

〈
大
正

〈
大
正
1515
年
１
月
３
日
生
ま
れ
〉

年
１
月
３
日
生
ま
れ
〉

　
節
子
さ
ん
は
、
西
町
で
お
生
ま
れ
に
な

　
節
子
さ
ん
は
、
西
町
で
お
生
ま
れ
に
な

り
、
９
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
育
ち
ま

り
、
９
人
兄
弟
の
末
っ
子
と
し
て
育
ち
ま

し
た
。
呉
服
屋
を
営
み
、
着
物
の
着
付
け

し
た
。
呉
服
屋
を
営
み
、
着
物
の
着
付
け

の
先
生
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

の
先
生
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
現
在
、
わ
か
さ
園
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

　
現
在
、
わ
か
さ
園
に
入
所
さ
れ
て
お
り
、

穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

穏
や
か
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
気
の
秘
訣
を
聞
か
れ
る
と
、「
ご
飯

　

元
気
の
秘
訣
を
聞
か
れ
る
と
、「
ご
飯

を
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま

を
し
っ
か
り
食
べ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で
お
過
ご

　
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
お
元
気
で
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！池

亀　
カ
ヅ
エ
さ
ん

池
亀　
カ
ヅ
エ
さ
ん

〈
大
正
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⑨

【申請忘れはありませんか】令和７年度人材確保対策事業を実施中【申請忘れはありませんか】令和７年度人材確保対策事業を実施中
　市では、様々な産業分野の働き手、担い手が不足していることから、UI ターン者や市内在住者の労働力
確保と就労のきっかけづくりとして、本事業を実施中です。
　条件に該当する方で、申請をお忘れの方はありませんか。
　特に、対策が必要な、医療・介護・福祉・農林水産・交通の分野を特定産業分野として、対策を強化して
います。
　詳しくは、市ホームページをご確認ください。

離島航空割引カード特設窓口の開設について
　飛行機、高速船、フェリーを低料金で利用する際に必要な鹿児島離島航空割引カードについて、更新時
期を迎える方が多数いらっしゃいます。
　有効期限の２か月前から更新ができますので、有効期限をご確認の上、更新手続きをお願いします。なお、
以下の日程で特設窓口を開設しますので、ご利用ください。

【日時】２月 10 日（火）～３月 31 日（火）（土日祝日を除く）　9 時～ 17 時
【場所】市役所１階おきがる～む
　　　　※３月末～４月にかけては転入転出により窓口の混雑が予想されますので、早めの更新手続きを
　　　お願いいたします。
カードに関すること

■問合せ先　　市役所企画課政策推進係　　☎ 22‐1111 内線 211

対象者

①西之表市内に居住し、住民登録を行っている者
②西之表市の住民が扶養し、島外に居住している学校教育法第１条に規定する学校、同法第 124
条に規定する専修学校または同法第 134 条第１項に規定する各種学校に在学する者
③西之表市に居住する要介護認定又は要支援認定を受けている者の介護のために、西之表市に年
６回以上反復継続的に来訪する親族。（配偶者、父母、子、祖父母、兄弟姉妹、孫、配偶者の父母）。
※施設入所者への面会のための来訪については、対象外

発行手続
きに必要
なもの

対象者①の方
・申請書（市役所特設窓口に備付）⇒（代理人による申請可）※ホームページからも取得可
・顔写真（縦 3cm ×横 2.5cm のカラー写真）※ 3 か月以内に撮影したもので、1 人につき 1 枚。
裏面に名前を記入してください。⇒正面を向き、無帽で撮影された単独の写真（他者写り込み不可）
※市役所では写真撮影を行っておりません。
・現在使用している鹿児島離島航空割引カード
・来庁者（手続きを行う方）の身分証明書⇒運転免許証、マイナンバーカード、資格確認書等）
対象者②の方
・①に加え、在学証明書（発行日から 3 か月以内のもの、写し可）、当該児童生徒等を扶養してい
ることが確認できるもの（確定申告書の写し等）
※確定申告書の写し等で扶養されていることが確認できない場合は、準住民用離島航空割引カー
ド申述書（市役所特設窓口に備付又はホームページからも取得可）
・当該児童生徒等を扶養している者が西之表市の住民であることを確認できるもの（離島割引カー
ド、運転免許証、マイナンバーカード等）
対象者③の方
・①に加え、要介護認定者等の介護保険被保険者証・介護認定結果通知書・介護区分変更通知書
のいずれかの写し、要介護認定者と申請者との関係が確認できるもの（戸籍謄本等）
※申請書には押印が必要です

発行場所 ２月 10 日（火）～３月 31 日（火）まで（土日祝日を除く）
⇒市役所１階おきがる～む　離島航空割引カード発行特設窓口

■問合せ先　　市役所企画課政策推進係　　☎ 22‐1111 内線 211
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⑩

※市県民税申告の結果「確定申告」が
必要となった場合
…市で作成した確定申告書を種子島
税務署へ e-Tax で送信することにご
同意ください。
　なお、e-Tax「利用者識別番号」
を提示していただくと手続きがス
ムーズです。

  

市県民税申告 2/10（火）～ 3/16（月）
　この期間に市役所税務課が各地域を巡回し、市県民税申
告の受付を行います。
　詳しい受付日程等は、次のいずれかでご確認ください。
① 12 月 24 日付で全戸配布したチラシ「令和８年
度市県民税申告について（お知らせ）」
②市ホームページ→くらしの情報→税金→「令和
８年度市県民税申告がはじまります」

　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日時点の
バイクや軽自動車、小型特殊自動車（農耕用含む）
などの所有者に対して課税される税金です。
　４月２日以降に廃車等の手続きをした場合、月
割りはせず１年分の税金を納めていただくことに
なりますので、ご注意ください。
　

　

※軽自動車税（種別割）の納期限は 6月 1日（月）
です。納税通知書は、５月上旬に発送予定です。
　詳しくは、お問い合わせください。

　軽自動車税は４月１日時点の所有者に課税されます！
　　　　　　廃車等の手続きは３月 31 日（火）３月 31 日（火）までに済ませましょう

■問合せ先
　市役所税務課市税係
　☎ 22‐1111 内線 229/233

※種別ごとに窓口が異なりますのでご注意ください。
軽自動車種別 受付窓口・問い合わせ先

原動機付自転車
（125cc 以下）

 市役所税務課市税係
 ☎ 22‐1111
 内線 229/233

ミニカー

小型特殊自動車
（農耕作業用も含む）

軽二輪
（125cc 超～ 250cc

以下の二輪車）  九州運輸局 鹿児島運輸支局
 ☎ 050‐5540‐2089
 鹿児島市谷山港 2 丁目 4‐1二輪の小型自動車

（250cc を超える
　　　　　二輪車）

解体、使用不能、紛失等

転売、譲渡、所有者が亡くなった場合

市外へ転出・市内へ転入した場合

　廃車の手続きを行ってください。軽自動車は、
解体が済んでいても、右に記載の窓口での廃車手
続きが済んでいない場合は課税されますのでご注
意ください。

　名義変更等の手続きを行ってください。

　住所変更の手続きを行ってください。

■問合せ先
　市役所税務課市税係☎ 22‐1111 内線 229/233

軽三輪  全国軽自動車協会連合会
 鹿児島事務所

（鹿児島県軽自動車協会）
 ☎ 099‐261‐4011
 鹿児島市谷山港 2 丁目 4‐42

軽四輪（乗用・貨物）

2 月 10 日（火）    立山校区
2 月 12 日（木）    安城校区
2 月 13 日（金）    中割校区・古田校区
2 月 16 日（月）～２月 18 日（水）  現和校区
2 月 19 日（木）～２月 20 日（金）  住吉校区
2 月 24 日（火）    伊関校区
2 月 25 日（水）～２月 27 日（金）  国上校区
3 月２日（月）      安納校区
3 月３日（火）      上西校区

3 月４日（水）～ 3 月５日（木）     下西校区
3 月６日（金）～ 3 月 13 日（金）  榕城校区
3 月 13 日（金）、3 月 16 日（月）  予備日

※土日・祝日は除く。
※各地域の受付時間、会場は上記の①②でご
確認をお願いします。

令和８年度 市県民税申告受付日程
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お 知 ら せ

■問合せ先　西之表保健所　☎ 22‐0032

２月は ｢ 猫の適正飼養推進月間 ｣ です。飼い猫はルールを守って飼いましょう！！
｢ 猫の適正飼養 ｣とは？
【①室内で飼いましょう】…飼い猫を、交通事故や猫同士のケンカ、感染症などから守ってあげるためにも、
室内飼育をしましょう。また外に出てしまうと、フン尿や鳴き声など、周りに迷惑を掛けてしまうことが
あります。周囲の方へ配慮して飼うことを心掛けましょう。

【②繁殖制限をしましょう】…１匹のメス猫から子猫が生まれ、１年後には合計で 20 匹以上に増えること
もあります。早めに不妊去勢手術をして、むやみに増えないようにしましょう。また不妊去勢手術をする
ことで、病気の予防やストレスの軽減、マーキング行為の減少につながるというメリットもあります。
【③迷子札等の所有者明示をしましょう】…ドアや窓の隙間からの脱走や突然の災害で行方不明になるこ
とも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪に付ける、マイクロチップを装着する等、迷子に
なっても飼い主さんの元に戻れるようにしておきましょう。
　また、野良猫や地域猫といった飼い猫以外の猫の飼養についても、不妊去勢手術をする、残した餌は片
付ける、猫用のトイレを置く等心掛け、周りの迷惑とならないようにしましょう。

　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

■問合せ先　市農業委員会　☎ 22‐1146（直通）

農地の貸し借りは、法律に基づき手続をしましょう！！

県営住宅空き家待ち順位登録者を募集
【物件】・古園団地（西之表市）　・深渡瀬団地（西之表市）　・伏之前団地（中種子町）
　　　・コスモタウン南種子団地（南種子町）

【受付期間】２月２日 ( 月 ) ～ 2 月 27 日 ( 金 )　8 時 30 分～ 17 時　※土日祝日を除く
　　　　　※申込書（熊毛支庁備付）を提出

【抽選日時】３月６日 ( 金 )　１３時 30 分から
【抽選場所】熊毛支庁 3 階　第１会議室 ( 西之表市西之表 7590 番地 )

■申込・問合せ先　熊毛支庁建設部建設課用地管理係　☎ 22‐1136（直通）

▲ホームページ
はこちら

令和７年度介護支援専門員等研修受講費補助金について
　本市では、介護支援専門員等の資格取得支援を目的に西之表市介護支援専門員等研修受講費補助金を交
付しています。対象となる研修を修了された方は要件を満たし、補助の対象となりますので当課までお問
い合わせください。
■問合せ先　市役所高齢者支援課介護保険係　☎ 22‐1168（直通）

受け継いだ農地、耕作している農地でこんな農地はありませんか？

手続をしないで、農地の貸し借りをしていると、思わぬトラブルに遭遇することがあります！

農地の貸し借りの手続をせずに利用している農地
●昔から口約束だけで、貸して（借りて）いる農地
●親戚・知人という信頼だけで、貸して（借りて）いる農地
●面倒なので、手続なしで貸して（借りて）いる農地
●法人化により経営者個人の農地を手続なしで法人が借りている農地など

●賃料を支払ってもらえないかもしれない。
●農地をいつ返してくれるか分からない。
●耕作者が突然耕作をやめるかもしれない。

●補助事業や、各種制度の活用、申請に支障が
　生じるかもしれない。
●突然、所有者から「農地を返してくれ」と言
　われるかも知れない。

●所有者・耕作者が亡くなった時、お互いに農地の貸し借りの内容が分からなくなるかもしれない。
【賃借の相手、賃借期間、賃料など】

借りている方（耕作者）貸している方（所有者）

農地を相続したとき
　法務局での登記
　農業委員会への届出　
は義務です！

（ ）
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特定健診・がん検診情報特定健診・がん検診情報
令和８年度令和８年度健（検）診希望調査健（検）診希望調査を実施します！を実施します！

※健（検）診希望調査票が届いた方は必ず回答してください。※健（検）診希望調査票が届いた方は必ず回答してください。

　令和８年度の受診意向調査のため、「健（検）診希望調
査票」を１月下旬頃に対象世帯へ郵送します。
　令和８年２月 16 日（月）までに、WEB で回答
または保健センターすこやかへ提出してください。

【24 時間受付中】
web での回答は
こちらから↓

希望調査票で「集団健診を受診する」と回答すると・・・

○事前に、問診票等の健診キットがご自宅に届きます。
→必要書類がご自宅に届き、受診忘れを防ぐことができます！
→ご自宅で問診表の記入や採尿等を済ませてから来場できます！

※郵送物イメージ

■問合せ先　
　市保健センターすこやか
　☎ 24‐3233

　西之表市では国保被保険者・後期医療保険被保険者の方を対象に、生活習慣病の予防や早期発見・
重症化予防等を目的として特定健診等を実施しています。
　生活習慣病は重症化すると命の危険に繋がる病気です。症状を自覚しにくいため、気づかないうち
に症状が進行してしまいます。毎年健診を受けて自分の身体の状態を確認しましょう！
　令和８年度特定健診等の積極的な受診をお願いします。

加入している加入している
健康保険の種類健康保険の種類 国民健康保険国民健康保険 後期高齢者医療保険後期高齢者医療保険

対象年齢対象年齢
（受診日の年齢）（受診日の年齢） 20 歳～ 39 歳20 歳～ 39 歳 40 歳～ 74 歳40 歳～ 74 歳 75 歳以上75 歳以上

健診の詳細名称健診の詳細名称 生活習慣病予防健診生活習慣病予防健診 特定健診特定健診 長寿健診長寿健診

目　　的目　　的 生活習慣病の前段階であるメタボリック生活習慣病の前段階であるメタボリック
シンドロームの早期発見・重症化予防シンドロームの早期発見・重症化予防

疾病の早期発見・重症化予防疾病の早期発見・重症化予防
や介護予防や介護予防

検査項目検査項目 ・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察・身体計測　・血液検査　・尿検査　・血圧　・医師の診察
・医師の判断による追加検査　他・医師の判断による追加検査　他

■問合せ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐9022（直通）

年齢別健診内容年齢別健診内容 ※健診の詳細名称は受診時の年齢によって異なります。

受診方法受診方法 以下のいずれかの方法で受診してください。

　　①　集団健診　　①　集団健診

保健センターすこやかで受診

　　②　個別健診　　②　個別健診
種子島医療センター or 百合砂
診療所で受診

③人間ドック・職場健診③人間ドック・職場健診
健診結果を西之表市健康保険課
へ提供してください。

※受診券（A4・うぐいす色）は、令和８年５月中旬頃に郵送いたします（①の回答者へは別途郵送）。

定期的に通院をしている方も特定健診の対象です定期的に通院をしている方も特定健診の対象です
　　定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療での通院となるため、生活定期的に通院をしている方は、現在治療している病気やけがの治療での通院となるため、生活
習慣病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。習慣病などをいち早く発見するための特定健診とは目的が異なります。ご自身の健康管理のためご自身の健康管理のため
にも通院中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。にも通院中の方も主治医とご相談のうえ、特定健診を受診しましょう。
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市
長
独
言

№ 106
…
大
的
始
式
で
魔
を
払
う

■問合せ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（４人分）
　白菜…大５～６枚
　スープ（かに缶の汁も）
　　　　　…２/ ３カップ
　塩…小さじ１/ ２
　かに缶…小１缶
　生椎茸…２～３枚

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう

【作り方】
　①　大きな鍋に、白菜の葉を１枚ずつ、向きを交互に
　　して重ね、塩・スープを入れて蓋をし、弱火で白菜が充分柔らかくなるまで煮る。
　②　かにはほぐし、生椎茸はせん切りにする。
　③　白菜を食べやすく包丁を入れ冷めないようにしておく。
　④　鍋に残ったスープに、牛乳とかに缶、生椎茸を加え、ひと煮立ちしたら塩・胡椒で味をととのえ片栗
　　粉の水どきでとろみをつけ、白菜の上にたっぷりかける。（牛乳を豆乳に変えてもおいしい）
　☆かにかまぼこを加えても良い（目安 40g）

「白菜のクリーム煮」「白菜のクリーム煮」
第 225 弾第 225 弾

　
西
之
表
港
を
見
下
ろ
す
栖
林
神
社
で
正
月
11
日
、年
中
行
事
の
大
的
始（
お
ま
と
は
じ
め
）

式
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
年
の
始
め
に
悪
魔
災
難
を
払
い
清
め
、
島
内
の
平
安
、
無
病
息
災

と
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
伝
統
の
儀
式
に
大
勢
の
観
覧
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
県
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
、
起
源
は
12
代
島
主
種
子
島
忠
時
の
時
代
で
あ

る
文
亀
元
（
１
５
０
１
）
年
、
弓
の
指
南
役
が
宮
中
で
行
わ
れ
て
い
た
御
的
始
を
伝
え
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
烏
帽
子
（
え
ぼ
し
）
な
ど
の
古
式
装
束
を
身
に
つ
け
た
射
手
６
人
が

中
庭
の
通
路
沿
い
に
鹿
皮
を
敷
い
て
座
り
、
静
々
と
板
の
間
に
行
き
来
し
て
厳
か
な
所
作

を
繰
り
返
し
、
２
射
ず
つ
３
回
計
各
６
本
、
合
計
36

本
の
矢
を
放
ち
ま
す
。
弓
太
郎
と
弓
次
郎
な
ど
一
番

組
か
ら
三
番
組
ま
で
二
人
一
組
と
な
っ
て
道
場
に
立

ち
ま
し
た
。
魔
除
け
の
象
徴
と
さ
れ
る
「
犬
」
の
文

字
を
小
さ
な
砂
山
に
弓
で
書
い
た
後
、
天
を
払
い
、

地
を
払
い
、
１
本
目
は
「
や
あ
ー
っ
」
と
長
く
、
２

本
目
は「
え
い
っ
」と
気
合
い
の
声
を
響
か
せ
ま
す
。

35
本
ま
で
は
全
て
的
中
。「
満
つ
れ
ば
欠
く
る
」
の

戒
め
か
ら
、
最
後
の
１
本
は
定
め
通
り
わ
ざ
と
外
し

ま
し
た
。

　
行
射
の
３
時
間
弱
、
私
は
射
手
の
後
方
に
控
え
ま

し
た
。
観
覧
席
と
し
て
は
特
等
席
と
は
い
え
、
深
々

と
冷
え
込
む
寒
気
の
中
で
じ
っ
と
座
っ
て
い
る
の
は

な
か
な
か
の
苦
行
で
す
。素
肌
に
ひ
と
え
の
素
襖（
す

お
う
）
を
着
て
片
肌
を
脱
ぐ
射
手
を
考
え
れ
ば
、
意

気
地
の
な
い
こ
と
で
す
が
、
冷
気
は
手
足
、
首
、
背
中
と
全
身
に
し
み
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　
式
が
終
わ
る
と
、
５
尺
８
寸
の
大
的
の
前
に
観
覧
客
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
的

の
紙
を
小
さ
く
破
き
杉
の
葉
を
包
ん
で
持
ち
帰
り
、
家
の
魔
除
け
に
す
る
た
め
で
す
。

　
矢
取
役
の
河
野
博
聖
さ
ん
（
小
学
６
年
生
）、
松
明
の
係
を
務
め
た
大
的
始
式
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
ら
が
29
代
島
主
の
種
子
島
時
邦
さ
ん
や
家
族
、
友
人
た
ち
と
に
こ
や
か
に
記
念

写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。
五
百
年
以
上
続
く
年
中
行
事
が
大
切
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
誇
ら
し
く
思
う
一
夜
で
し
た
。

　キヌサヤ…30g
　人参…30g
　牛乳…１/ ３カップ
　塩…少々
　胡椒…少々
　片栗粉…大さじ１/ ２
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第４回移住者ミーティングを開催しました

■問合せ先　市役所地域支援課協働推進係　　☎ 22‐1111 内線 214

　12 月 20 日（土）、「第 4 回移住者ミーティングリー
スワークショップ」を開催しました。この会は、移住
者同士や地域の方々が気軽につながれる交流の場と
して企画しています。今回はクリスマスをテーマに、
初心者でも楽しめるリース作りと、ゆったりとお話し
できるティータイムをメインに開催しました。
　リース作りでは、古田校区在住の 2 名を講師とし
てお迎えし、種子島の豊かな自然素材を活かした、個
性豊かな作品が次々と完成しました。ワークショップ
後には、コーヒーと古田校区集落支援員の手作りのお
菓子を楽しみながら、島での暮らしや日常の話題に花
を咲かせました。普段なかなか話す機会のない思いも
共有でき、安心して心を通わせられるひとときとなり
ました。交流の後、クリスマスツリーを囲んで「1 年
間お疲れさまでした」という感謝を込め、参加者同士
でプレゼント交換を行いました。 また、自分自身を
見つめ直す時間として、この 1 年の振り返りや来年
の抱負を気軽に書き出し、今の気持ちを共有し合いま
した。終始なごやかな雰囲気の中、参加者の皆さんは
交流を深めていました。
　地域支援課では今後も季節に合わせたワーク
ショップや体験型イベントを通じ、人と人が温かくつ
ながる場づくりを続けていきます。
　　　　　　　　　　　　地域おこし協力隊　Anh

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

▲
自
立
支
援
協
議
会

▲
自
立
支
援
協
議
会

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
療
育
と
は
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
そ
の
可
能
性
の
あ
る
子
ど
も

が
将
来
的
に
自
立
し
社
会
参
加
で
き
る
よ
う
、
発
達
を
促
し
支
援
す

る
「
治
療
」
と
「
教
育
」
を
組
み
合
わ
せ
た
取
り
組
み
で
す
。

　
療
育
で
は
、
健
康
・
生
活
、
運
動
・
感
覚
、
認
知
・
行
動
、
言
語
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
人
間
関
係
・
社
会
性
の
５
領
域
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
オ
リ
ー
ブ
で
は
、
広
い
敷
地
を

活
か
し
た
環
境
で
、
子
ど
も
が
思
い
切
り
身
体
を
動
か
し
、
運
動
・

感
覚
の
発
達
や
健
康
・
生
活
の
基
盤
を
自
然
に
養
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
活
動
を
大
人
が
一
方
的
に
決
め
る
の
で
は
な
く
、
子
ど

も
が
自
由
に
遊
び
を
選
択
す
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
主
体

性
が
育
ち
、
認
知
・
行
動
の
発
達
も
促
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
遊
び

や
活
動
の
中
で
生
ま
れ
る
や
り
取
り
は
、
言
語
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
人
間
関
係
・
社
会
性
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
療
育
は
子
ど
も
と
保
護
者
と
共
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

家
庭
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長
を
一
緒
に
支
え
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
の
協
力
も
欠
か
せ
ず
、
施
設
と
学
校
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
生
活
全
体
を
通
し
た
一
貫
性
の
あ
る
支

援
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
広
い
環
境
と
自
由
な
選
択
、

家
庭
・
学
校
と
の
協
働
を
軸
と
し
た
療
育
は
、
５
領
域
を
総
合
的
に

伸
ば
し
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
基
盤
を
作
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
現
在
、
種
子
島
に
は
、
西
之
表
市
に
「
オ
リ
ー

ブ
」、
中
種
子
町
に
「
す
ま
い
る
キ
ッ
ズ
」
の
２
か
所
の
療
育
施
設
が

あ
り
、
日
々
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

文
責　
社
会
福
祉
法
人
豊
山
会　
オ
リ
ー
ブ　
園
長　
遠
藤
雅
晶

療
養
と
は
？
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№ 276

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７
／
２
５
８

高
齢
者
の
学
び
を
支
え
る　

寿
大
学

　
昭
和
42
年
に
開
講
し
た
「
寿
大
学
」
は
、
高
齢
者
約
１
０
０
名
が
参

加
し
、
学
習
や
交
流
な
ど
を
通
し
て
生
き
が
い
に
満
ち
た
心
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、「
命
を
守
る〝 

水 

〟」「
た
ね
P
a
y
」「
人

権
」「
健
康
」「
種
子
島
の
民
話
」「
昭
和
１
０
０
年
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
話
の
聴
講
や
、
ク
ラ
ブ
活
動
（
生
花
・
園
芸
・
音
楽
・
書
道
・
体
育
・

ダ
ン
ス
・
民
踊
）
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
、
市
民
会
館
に
お
い
て
「
寿
大
学
学
園
祭
」
を
開
催
し
、

寿
大
学
生
に
は
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
展
示
や
舞
台
発
表
と
い
う
形
で

披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
若
宮
保
育
園
の
園
児
や
、

琴
音
の
会
の
皆
さ
ま
に
も
ご
出
演
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と

歓
声
に
包
ま
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
次
回
の
活
動
は
、
１
月
30
日

（
金
）
に
市
民
会
館
で
「
終
活

に
関
す
る
講
話
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
寿
大
学
に
興
味
が
あ

る
方
は
ぜ
ひ
見
学
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

■問合せ先■問合せ先
　種子島高校　☎２２‐１２７０　種子島高校　☎２２‐１２７０ ▲▲ HPHP種子高ウインド種子高ウインド

シリーズシリーズ

第 76 回日本学校農業クラブ全国大会　令和 7 年度西関東大会への出場
　日本学校農業クラブ全国大会とは、全国 47 都道府県の農業を学ぶ
高校生と関係職員で構成された農業教育の全国組織として昭和 25 年
に結成されました。本連盟の目標は「科学性」、「社会性」、「指導性」
の育成であり、日本及び世界の農業環境の発展に大きく寄与し、地域
農業の発展に貢献する人材を輩出してきました。毎年、秋に開催され
る農業クラブ全国大会は日頃の学習の成果の集大成として，プロジェ
クト発表会、意見発表会などの発表会・競技会等を開催し、クラブ員
の知識や技術の向上と意見交換、交流を図ってきました。
　今年度の全国大会は 10 月 26 日からの 2 日間、山梨県で開催され、
クラブ員代表者会議に農業クラブ会長の日笠山さん、農業鑑定協議会
に県大会を勝ち抜いた中園さん、小山田さん、山田さん、計４名の生
徒が参加しました。その中で、中園 英佑さんが果樹部門で優秀賞を受
賞しました。
ク ラ ブ 員 代 表 者 会 議    日笠山 青空（ひがさやま せいあ）ク ラ ブ 員 代 表 者 会 議    日笠山 青空（ひがさやま せいあ）
農業鑑定協議会（果樹部門）　中園 英佑（なかぞの えいすけ）　農業鑑定協議会（果樹部門）　中園 英佑（なかぞの えいすけ）　
農業鑑定協議会（畜産部門）　小山田 光太郎（おやまだ こうたろう）農業鑑定協議会（畜産部門）　小山田 光太郎（おやまだ こうたろう）
農業鑑定協議会（食品部門）　山田 脩馬（やまだ しゅうま）農業鑑定協議会（食品部門）　山田 脩馬（やまだ しゅうま）

中園 英佑さん中園 英佑さん
　私は全国農業鑑定競技会に出場し、優秀賞を受賞することができま　私は全国農業鑑定競技会に出場し、優秀賞を受賞することができま
した。競技会に向けて取り組む中で、私はわからないことに耐えて勉強した。競技会に向けて取り組む中で、私はわからないことに耐えて勉強
することと、先生方にたくさん頼ることが大事だと思いました。今後、することと、先生方にたくさん頼ることが大事だと思いました。今後、
出場する後輩には、以上のアドバイスを参考にして頑張って欲しいです。出場する後輩には、以上のアドバイスを参考にして頑張って欲しいです。

西之表市寿大学では、西之表市寿大学では、
月に１回程度、健康や歴月に１回程度、健康や歴
史文化などの講話で学史文化などの講話で学
びを深め、各種クラブびを深め、各種クラブ
活動で学生相互の親睦活動で学生相互の親睦
融和を図っています。60融和を図っています。60
歳以上の市民の方なら歳以上の市民の方なら
どなたでも入学できまどなたでも入学できま
す。一緒に生涯の学びのす。一緒に生涯の学びの
輪を広げてみませんか？輪を広げてみませんか？
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消
費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　
西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
０
６

　
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　
☎
0
9
9
‐
2
2
4
‐
0
9
9
9

不
要
不
要
なな
オ
プ
シ
ョ
ン

オ
プ
シ
ョ
ン
が
付
け
ら
れ
て
い
た

が
付
け
ら
れ
て
い
た
⁉⁉

携
帯
電
話

携
帯
電
話
のの
契
約
契
約
は
慎
重
に

は
慎
重
に

《
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
》

●
携
帯
電
話
の
買
い
替
え
な
ど
の
際
、
不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
付
け
ら
れ
て

い
た
と
い
っ
た
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
契
約
の
際
に
は
、
契
約
内
容
を
よ
く
確
認
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
は

契
約
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
オ
プ
シ
ョ
ン
等
を
勧
め
ら
れ
た
際
も
、

必
要
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●
契
約
書
も
そ
の
場
で
よ
く
確
認
し
、
不
要
な
契
約
が
な
い
か
、
月
々
の
支

払
額
は
い
く
ら
に
な
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
契
約
さ
せ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
シ
ョ
ッ

プ
に
解
約
を
申
し
出
ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
は
、
西
之
表
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１
８
８
）。

【参考】見守り新鮮情報   第 529 号 (2025 年 12 月４日 ) 発行：独立行政法人国民生活センター　　　イラスト：黒崎 玄

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  
シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
合
せ
先
　

■
問
合
せ
先
　

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　
☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

《
事
例
》
機
種
変
更
の
た
め
に

携
帯
電
話
シ
ョ
ッ
プ
に
出
か

け
、
同
系
列
の
キ
ャ
リ
ア
が

提
供
す
る
端
末
を
熱
心
に
勧

め
ら
れ
契
約
し
た
。
そ
の
後
、

契
約
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

断
っ
た
は
ず
の
オ
プ
シ
ョ
ン

な
ど
が
付
け
ら
れ
て
い
る
う

え
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

も
契
約
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。

納
得
で
き
な
い
。

（
60
歳
代
）

になったら国民年金

１．「国民年金加入のお知らせ」を確認してください
　20 歳の誕生日から、おおむね２週間以内に「国民年金加入のお知らせ」が日本年金機構か
ら届きます。基礎年金番号通知書は、保険料納付の確認や将来年金を受け取る際などに必要
になりますので、大切に保管してください。
〈送付される書類〉
・国民年金加入のお知らせ　・国民年金の加入と保険料のご案内（パンフレット）
・基礎年金番号通知書　・国民年金保険料納付書　・学生納付特例申請書
・国民年金保険料免除　・納付猶予申請書　・返信用封筒

２．保険料の納付方法を選んでください
　納付方法は、納付書を使い、各窓口（金融機関、郵便局、コンビニの窓口、ATM）で納め
る方法以外でも、口座振替、クレジットカード納付、電子 ( キャッシュレス）決済、電子納
付から選ぶことができます。保険料は 20 歳の誕生月分から納付が必要です。ただし、誕生
日が１日の場合は誕生月の前月分からの納付となります。また、保険料の割引が受けられる
前納制度、付加保険料制度があります。
３．保険料の納付が難しいとき
　国民年金保険料の納付が経済的に困難な場合は、保険料の納付が免除または猶予される制
度があります。市健康保険課もしくはお近くの年金事務所へご相談ください。

〈大学、専門学校等の学生であるとき〉…学生納付特例制度の申請書を提出することが可能。
〈経済的に保険料の納付が難しいとき〉…猶予・免除制度の申請書を提出することが可能。

▼基礎年金番号
通知書

　日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の方は、国民年金への加入が法律で義務づけられています。
令和元年 10 月以降、20 歳になった方（※）には、日本年金機構から、国民年金に第１号被
保険者として加入したことをお知らせします。
　（※）厚生年金に加入している方は除きます。また、第３号被保険者に該当する場合は配偶
　　　者の勤務先を経由しての届出が必要です。

⑯市政の窓 2026. ２月号



宇宙科学技術館　☎ 26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより ★★★★
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★★
★★

★★ ★★
★★

 

（
記
事
の
内
容
は
１
月
７
日
現
在
）

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の

　
　
　
　

打
上
げ
結
果
に
つ
い
て

　

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム
「
み
ち

び
き
５
号
機
」
を
搭
載
し
た
Ｈ
３

ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
は
、
２
０
２
５

年
12
月
22
日
10
時
51
分
30
秒
（
日

本
標
準
時
）
に
種
子
島
宇
宙
セ
ン

タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
か
ら

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

第
２
段
エ
ン
ジ
ン
の
第
２
回
燃
焼

が
正
常
に
立
ち
上
が
ら
ず
早
期
に

停
止
し
た
こ
と
か
ら
、
予
定
し
た

軌
道
に
「
み
ち
び
き
５
号
機
」
を

投
入
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
打
上

げ
に
失
敗
し
ま
し
た
。

　
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
ず
、
深
く
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
対
策
本

部
を
設
置
し
て
原
因
究
明
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
状
況
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 「

宙
景
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
‼

　
宇
宙
科
学
技
術
館
の
東
館
２
階
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の
演
出
装
置

「
宙
景
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
８
月
に
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

Ⅰ
Ｓ
Ｓ)

に
行
っ

た
油
井
宇
宙
飛
行
士
が
Ⅰ
Ｓ
Ｓ
か
ら

撮
影
し
た
地
球
や
新
型
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
補
給
機
Ｈ
Ｔ
Ｖ-

Ｘ
の
映
像

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
宇
宙
科
学
技

術
館
に
来
館
し
た
際
は　
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより
■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225■問合せ先　市地域包括支援センター（市役所１階高齢者支援課内）☎ 23‐5225

　元気アップ体操は、住民のみなさんが主体となって続けてきた自主活動です。早い地域では、今年で
10 周年を迎えます。参加されている方や支援されている方の中には、年齢を重ねてこられた方も多く
なっていますが、週１回の元気アップ体操を 10 年間続けてこられたことは、一人ひとりの小さな積み
重ねの結果です。
　今回、10 年を迎えた塰泊や中野地域では体力測定を実施しました。一般的に、定期的な運動習慣の
ある方は、そうでない方に比べて日常動作が安定しやすいとされています。今回の結果からも、歩行や
立ち上がり動作が同年代の方と比べても比較的安定している様子がうかがえました。
　また、元気アップ体操の時間は体を動かすだけでなく、顔を合わせ、声を掛け合い、互いの様子を気
に掛ける大切な場でもあります。
　「最近、外に出る機会が減ってきた」「体を動かすきっかけがほしい」そんな方はぜひ一度お近くの元
気アップ体操をのぞいてみてください。
＊ 84 歳女性　移動能力テスト 7.2 秒！ 10 年前とほぼ同タイムで高い体力を維持

（同年代平均は約 11.5 ～ 13 秒）

10 年続く住民主体の元気アップ体操  ～一人ひとりの積み重ねが地域の力に～

「宙景」「宙景」
HTV－X の映像HTV－X の映像

小
型
実
証
衛
星
４
号
機
の

　
　
　
　

打
上
げ
結
果
に
つ
い
て

　
革
新
的
衛
星
技
術
を
実
証
す
る

た
め
の
小
型
実
証
衛
星
４
号
機
は
、

２
０
２
５
年
12
月
14
日
12
時
９
分

（
日
本
標
準
時
）
に
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
マ
ヒ
ア
半
島
に
あ
る
ロ

ケ
ッ
ト
ラ
ボ
社
の
第
１
発
射
施
設
か

ら
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
」
ロ
ケ
ッ
ト
に

よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
衛
星
か
ら
の
受
信
信
号
に
よ
り

衛
星
の
運
用
に
必
要
な
電
力
確
保
と

地
上
と
の
通
信
が
正
常
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、約
２
ヶ

月
間
を
か
け
て
衛
星
搭
載
機
器
の
機

能
確
認
等
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

人との交流や体操をすることが当
たり前の毎日です。おかげで趣味
のグラウンド・ゴルフも 10 年間
変わらず楽しめています。元気な
うちから取り組むって大切ですね。

⑰ 市政の窓2026. ２月号



戸籍の窓
（
氏
名
）　　
　
　
　
（
住
所
）

柳
野　
侑
斗　
　
　
松
畠

　
　
＆

長
野　
星
月　
　
　
榕
城
中
目

山
之
口　
諒　
　
　
中
種
子
町

　
　
＆

髙
橋　
由
樹　
　
　
池
野

  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
～
１
月
15
日
受
付
分
）

  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
11
月
受
付
分
）

（
寄
附
者
名
）
（
住
所
）

（
故
人
名
）

森　
好
男

上
之
原
町

森　
テ
ミ
子

山
口　
フ
タ
ミ
軍
場

山
口　
優

池
亀　
文
雄

横
山

池
亀　
健
治

中
島　
孝
則

洲
之
崎

中
島　
章
良

深
田　
信
子

上
能
野

能
野　
ル
ミ
子

榎
本　
善
行

川
迎

榎
本　
キ
ワ
ミ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
と
し
て
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の

た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
～
１
月
15
日
受
付
分
）

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

筧　
良
平

89

寺
之
門

武
田　
宗
𠮷

87

立
山

春　
時
子

86

野
首

大
河　
美
保
子

68

湊

古
園　
タ
ミ
子

91

浅
川

上
妻　
國
男

72

池
野

德
永　
ヨ
ネ

96

安
城
下
之
町

久
岡　
生
子

84

岳
之
田

沖
田　
清
晴

97

沖
ヶ
浜
田

山
下　
範
雄

78

浜
之
町

長
野　
實
太
郎

90

里
之
町

河
野　
繁
太
郎

78

田
屋
敷

中
村　
勉

76

松
畠

鎌
田　
康
之

79

上
之
原
町

　
島　
洋
子

87

小
牧
野

秋
山　
秀
雄

90

大
崎

　
市
政
の
窓
１
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

・
６
ペ
ー
ジ
「
栖
林
神
社
秋
季
大
祭
」

（
誤
）
１
９
６
８
（
文
禄
11
）
年

（
正
）
１
６
９
８
（
元
禄
11
）
年

柳　
和
子

76

武
部

馬
場　
久
子

100

塰
泊

浦　
　
助
苗

91

上
能
野

※本ページの住所欄については、届出のあった住所を記載しています。

  
健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
～
１
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
保
護
者
名
）

（
住
所
）

春
村　
柊し
ゅ
う
ご吾

男
広
樹
・
淳
美

塰
泊

上
岡　
柊し
ゅ
う
せ
い晴

男
隆
寛
・
未
来

曽
於
市

高
石　
采と

和わ

女
陸
生
・
実
乃
里
美
浜
町

日
高　
柚ゆ
ず
は葉

女
匡
己
・
真
実

浜
之
町

濱
口　
晴は

る瑠

男
匠
・
順
子

小
牧

竹
之
内　
ま
り
ん

女
卓
・
浩
示

松
畠

木
原　
海み

あ杏

女
知
希
・
玲
緒
菜
上
石
寺

⑱市政の窓 2026. ２月号



文

 

芸
 

に
し
の
お
も
て

境
内
の
銀い
ち
ょ
う杏
の
葉
黄
に
色
づ
き
て
晩
秋
の
風
ぎ
ん
な
ん
落
と
す

台
風
の
被
害
も
な
く
て
さ
と
う
き
び
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
て
刈
り
穫
り
を
待
つ

北
海
道
の
取
り
寄
せ
南
瓜
と
じ
ゃ
が
芋
は
ブ
ラ
ッ
ク
の
ジ
ョ
ー
と
北
あ
か
り
と
ぞ

新
し
き
年
を
迎
ふ
る
習
ひ
な
れ
祖
父
に
習
ひ
し
注
連
縄
を
綯
ふ

冬
の
庭
義
母
が
挿
し
た
る
白
菊
を
手
折
り
て
供
う
ご
先
祖
さ
ま
に

卒
寿
と
う
驚
く
ほ
ど
の
歳
月
を
吾
は
生
き
来
に
し
摩
訶
ふ
し
ぎ
な
り

寒
空
に
「
下
校
の
見
守
り
お
願
い
」
と
子
等
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
今
日
も
明
る
し

年
明
け
て
天
候
不
順
寒
暖
差
行
っ
た
り
来
た
り
体
調
管
理

そ
よ
風
に
ゆ
ら
れ
る
花
に
焦
れ
ど
も
叶
わ
ぬ
今
日
も
ヒ
ト
を
務
め
る

網
籠
に
渋
柿
つ
る
し
軒
先
へ
干
柿
作
り
三
年
目
な
る

米
兵
の
口
笛
投
げ
る
キ
ャ
ン
デ
ー
を
追
い
か
け
し
足
老
い
て
さ
す
れ
り

同
じ
地
に
お
な
じ
木
な
ら
び
今
日
も
ま
た
同
じ
葉
と
葉
を
あ
い
触
れ
て
鳴
る

四
十
余
年
詠
み
来
し
遠
き
歌
の
道
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
身
を
過
ぎ
て
老
ゆ

若
水
を
汲
む
や
未
明
の
浜
津
脇

寒
い
冬
暖
か
い
よ
ね
コ
タ
ツ
の
中

パ
パ
サ
ン
タ
聖
夜
の
夜
の
大
仕
事

桜
が
丘
・
岩
坪　
純
子

天
神
町
・
川
﨑　
正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　
和
子

桜
が
丘
・
下
玉
利　
英
世

中
西
・
新
藤　
富
美
惠

小
牧
・
田
上　
容
正

茨
城
県
・
冨
永　
道
子

柳
原
・
中
野　
多
輝
子

塰
泊
・
中
林　
廉

東
町
・
日
髙　
房
子

榕
城
中
目
・
古
澤　
勝

本
立
・
吉
永　
タ
ツ
子

中
野
・
𠮷
原　
三
保
子

中
野
・
和
田　
肇

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
あ
お
い

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
と
う
こ

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
（
連
絡
先
は
裏

面
に
記
載
）
へ
10
日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡

先
を
明
記
の
う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人

一
点
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［火　災］
出火件数　3 件
うち建物　2 件

［救　急］
出動件数　90 件
うち急病　45 件

12 月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓
発 生 件 数　   ０件
死 者　   ０人
負 傷 者　   ０人

１月 10 日現在
（R ８年累計）

交交通事故通事故（人身事故）
校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,445 3,711 7,156 3,960
上西 222 235 457 264
下西 1,148 983 2,131 1,274
国上 434 442 876 527
伊関 160 179 339 209
安納 161 171 332 189
現和 503 509 1,012 618
安城 126 115 241 144
立山 43 38 81 51
中割 33 27 60 44
古田 161 186 347 192
住吉 376 413 789 473

［校区別］

［人口］
全体 13,821 人（＋３）
男性 6,812 人（＋８）
女性 7,009 人（－５）

［世帯数］
7,945 世帯（＋９）

（　）内の数字は前月比

12 月末現在
人人口・世帯口・世帯

２月 当番スタンド
１日 種子島石油㈱（鴨女町）

８日 ㈱グローバルシンク
（旧和人組）（上石寺）

15 日 ㈱有馬石油店（西町）
22 日 ㈱三栄石油商会（天神町）

ススタンドタンド
　　　　日曜日当番表　　　　日曜日当番表

広告広告

青果状況【12 月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 1.122 75 3,520 463
葉茎菜
　　類 664 124 5,069 724
果菜類 840 187 1,231 467
その他 3,148 696 2,704 838
小 計 5,774 1,082 12,524 2,492

果
物
類

か ん 　
き つ 類 3,856 539 3,048 307
果瓜類 0 0 32 13
その他 87 20 515 236
小 計 3,943 559 3,595 556

鳥 卵・　　
加 工 品 等 0 0 560 279

花　類 13,263
本 650 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
27 トン

10 トン
（37％）

17 トン
（63％）

取引額
562 万円

229 万円
（41％）

333 万円
（59％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。

《２月の休み》
1 日・４日・８日・11 日・15 日・18 日・
22 日・23 日・25 日

■問合せ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

防
災
ラ
ジ
オ
の
放
送
内
容
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す

▲ SNS 一覧
はこちらから

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
市
政
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
一
覧
か
ら
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

西之表市防災情報システム

防災ラジオ配信履歴一覧

▲配信履歴一覧
はこちらから

⑲ 市政の窓2026. ２月号
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この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

お気軽にお問合せください。

募集中!!
●残業なし
●通勤手当あり
●週休3日制（水・土・日、祝日）

株式会社  南  星
鹿児島県西之表市西之表 9593-3

TEL : 0997-23-2838
FAX : 0997-23-2055

車検・新車中古車販売・板金・レンタカー

整備士・検査員

鹿児島県西之表市現和3305-2

TEL0997-25-0079 FAX0997-25-1101日昇製糖工場
にっ しょう
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